
2021年 地場産業総合振興事業
事業目的（地場産業の総合支援）

実施報告

1.「ひょうごじばさんフェア 2021」を開催
地場産業の振興と認知度を図るため、西日本最大級の産業総合展示会「国際フロンティア産業
メッセ 2021」会場内に特設ブースを設置し、「ひょうごじばさんフェア 2021」を開催しました。

昨年からの新型コロナウイルス感染拡大に伴い、今年の産業メッセは開会式を中止としたり、
事前予約システムを活用して来場者を分散させたりするなど感染対策をとり開催されました。

「ひょうごじばさんフェア」では、密集防止対策として、レイアウトは通路幅 3ｍを挟み対面
形式各 6 ブース設置し間口 9ｍ× 奥行 18m の余裕あるスペースを確保し、“地場産業の挑戦”
をテーマに 10 業種の地場産業が出展し、伝統に培われた職人技術や新商品の PR を行い、産
地ブランドの認知度向上と新たな異業種分野との取り組みを目指しました。

また、他社ブースとの差別化と統一感を図るため、特設ブース内の装飾には、入口と内側背面
ボードに、落ち着きのある木製の有孔ボードを全面に設えると共に、展示什器についても、背
面ボードと同様に木製テーブルと木製展示ラックを各出展ブースに設置し、また、出展社間の
間仕切りを無くす事で、ショップ形式で各産地商品群を見やすく展示する事ができました。
この効果により、来場者の皆様は滞留時間が必然と長くなり、出展者は落ち着いて商品説明や
商談に集中する事ができました。

また、新たな試みとして、地元の若者に地場産業に関心を持ってもらおうと神戸芸術工科大学
ファッションデザイン学科と連携して、「地場産業との取り組み」をテーマに、幅広い地場産
業に伝わる伝統的素材や技術を、新しいカタチで伝えていくことを目標に、播州織やたつのレ
ザーなどを使用し、新しいファッションアイテムの提案を課題に 3回生の作品を展示しました。

コロナ禍で来場者が少ないのではと不安視されていましたが産業メッセには 1 日目は約 3,900
人、2日目は約 3,200 人の来場があり、開催初日には、齋藤新知事が「ひょうごじばさんフェア」
のブースに訪れ、各出展社とコミュニケーションを交わし、出展者から商品の機能性・特長な
どの説明を聞かれ、出展者の皆様には開催スタートの大きな励みとなり勢いがつきました。

2 日間を通し、「ひょうごじばさんフェア」には大勢の来場者が訪れ、出展者の皆様は意欲的
に応対され、産地の環境や優れた商品の特性を熱心に説明し、会期中には、10 業種の地場産
業出展者間で積極的に意見交換や交流を図り、今後のモノづくりのネットワークを築く場とし
て活用されました。また、神戸芸術工科大学の先生方も産地の方々と交流を深め、産学にとっ
て有意義なフェアとなりました。

【開催概要】
実 施 日：令和 3年 9月 2日 ( 木 )・3 日 ( 金 )　10：00 ～ 17：00
開催会場：国際フロンティア産業メッセ 2021 会場内　神戸国際展示場 2号館 1階
　　　　　（ブースNo.D-41 ～ D-51）
出 展 社
　1.NPO法人TATSUNO LEATHER
　2. ㈱三木章刃物本舗
　3. 播州算盤工芸品協同組合
　4. 藤井茂織布・貢織布㈲・( 公財 ) 北播磨地場産業開発機構
　5. 淡路瓦工業組合
　6. 兵庫県線香協同組合
　7. 兵庫県靴下工業組合 
　8. 兵庫県鞄工業組合 
　9.( 一社 ) 日本燐寸工業会　
　10. 日本ケミカルシューズ工業組合
　11. 神戸芸術工科大学ファッションデザイン学科
　　　計 11 団体・社
　　
主 催 者：（公財）神戸ファッション協会
　  
来 場 者：2日間合わせて約 7.1 千人（主催者実行委員会より）

地域において重要な役割を果たしている兵庫県の地場産業の振興を図るため「国際フロンティア
産業メッセ 2021」会場内に「ひょうごじばさんフェア 2021」特設ブースを設け、10 業種の地場
産業が出展し、異業種との交流やビジネスチャンスの拡大を目指しました。
また、今回、若者に関心をもってもらおうと神戸芸術工科大学に出展していただき、地場産業と
の取り組みを紹介しました。
この他に、ふれあいフェスティバル㏌神戸に地場産業 7業種が出展し、実演やＰＲ・展示販売な
どを行い、地場産品の紹介・認知度向上を図りました。このほか、県内の産地企業、団体の新た
な取り組み事業に協会がパイプ役となり様々な支援を行いました。



ひょうごじばさんフェア 2020 開催風景

地場産業の振興と認知度を図るため、西日本最大級の産業総合展示会「国際フロンティア産業
メッセ 2021」会場内に特設ブースを設置し、「ひょうごじばさんフェア 2021」を開催しました。

昨年からの新型コロナウイルス感染拡大に伴い、今年の産業メッセは開会式を中止としたり、
事前予約システムを活用して来場者を分散させたりするなど感染対策をとり開催されました。

「ひょうごじばさんフェア」では、密集防止対策として、レイアウトは通路幅 3ｍを挟み対面
形式各 6 ブース設置し間口 9ｍ× 奥行 18m の余裕あるスペースを確保し、“地場産業の挑戦”
をテーマに 10 業種の地場産業が出展し、伝統に培われた職人技術や新商品の PR を行い、産
地ブランドの認知度向上と新たな異業種分野との取り組みを目指しました。

また、他社ブースとの差別化と統一感を図るため、特設ブース内の装飾には、入口と内側背面
ボードに、落ち着きのある木製の有孔ボードを全面に設えると共に、展示什器についても、背
面ボードと同様に木製テーブルと木製展示ラックを各出展ブースに設置し、また、出展社間の
間仕切りを無くす事で、ショップ形式で各産地商品群を見やすく展示する事ができました。
この効果により、来場者の皆様は滞留時間が必然と長くなり、出展者は落ち着いて商品説明や
商談に集中する事ができました。

また、新たな試みとして、地元の若者に地場産業に関心を持ってもらおうと神戸芸術工科大学
ファッションデザイン学科と連携して、「地場産業との取り組み」をテーマに、幅広い地場産
業に伝わる伝統的素材や技術を、新しいカタチで伝えていくことを目標に、播州織やたつのレ
ザーなどを使用し、新しいファッションアイテムの提案を課題に 3回生の作品を展示しました。

コロナ禍で来場者が少ないのではと不安視されていましたが産業メッセには 1 日目は約 3,900
人、2日目は約 3,200 人の来場があり、開催初日には、齋藤新知事が「ひょうごじばさんフェア」
のブースに訪れ、各出展社とコミュニケーションを交わし、出展者から商品の機能性・特長な
どの説明を聞かれ、出展者の皆様には開催スタートの大きな励みとなり勢いがつきました。

2 日間を通し、「ひょうごじばさんフェア」には大勢の来場者が訪れ、出展者の皆様は意欲的
に応対され、産地の環境や優れた商品の特性を熱心に説明し、会期中には、10 業種の地場産
業出展者間で積極的に意見交換や交流を図り、今後のモノづくりのネットワークを築く場とし
て活用されました。また、神戸芸術工科大学の先生方も産地の方々と交流を深め、産学にとっ
て有意義なフェアとなりました。

【開催概要】
実 施 日：令和 3年 9月 2日 ( 木 )・3 日 ( 金 )　10：00 ～ 17：00
開催会場：国際フロンティア産業メッセ 2021 会場内　神戸国際展示場 2号館 1階
　　　　　（ブースNo.D-41 ～ D-51）
出 展 社
　1.NPO法人TATSUNO LEATHER
　2. ㈱三木章刃物本舗
　3. 播州算盤工芸品協同組合
　4. 藤井茂織布・貢織布㈲・( 公財 ) 北播磨地場産業開発機構
　5. 淡路瓦工業組合
　6. 兵庫県線香協同組合
　7. 兵庫県靴下工業組合 
　8. 兵庫県鞄工業組合 
　9.( 一社 ) 日本燐寸工業会　
　10. 日本ケミカルシューズ工業組合
　11. 神戸芸術工科大学ファッションデザイン学科
　　　計 11 団体・社
　　
主 催 者：（公財）神戸ファッション協会
　  
来 場 者：2日間合わせて約 7.1 千人（主催者実行委員会より）

【ひょうごじばさんフェア 2021 開催風景】



【ひょうごじばさんフェア出展 11団体・社】
たつの皮革：NPO 法人 TATSUNO LEATHER

三木金物：㈱三木章刃物本舗

播州そろばん：播州算盤工芸品協同組合



播州織：・藤井茂織布　・貢織布㈲　・( 公財 ) 北播磨地場産業開発機構

加古川靴下：兵庫県靴下工業組合

淡路瓦：淡路瓦工業組合

淡路線香：兵庫県線香協同組合



マッチ：( 一社 ) 日本燐寸工業会

神戸芸術工科大学：ファッションデザイン学科

豊岡鞄：兵庫県鞄工業組合

神戸シューズ：日本ケミカルシューズ工業組合



「ひょうごじばさんフェア」新聞広報および取材記事
■日刊工業新聞（８月19日）「ひょうごじばさんフェア」開催告知広告

■神戸新聞「ひょうごじばさんフェア」取材記事

２．地域を代表するイベント会場に出店
ふれあいの祭典は「地域・交流・共生」を基本理念として、様々な活動を発表する場として、
毎年1回開催され、今年は神戸のメリケンパークで開催されました。
今回、協会が窓口になり地場産業7業種の企業・団体の皆様に“ひょうごじばさん広場”を
兼ね、「ふれあいフェスティバル in 神戸」会場の「ひょうごの魅力発信・PRコーナー」に出
店していただき、地域以外の方々に地場産地の認知度向上を図るため、工芸士の実演や産地
のＰＲ・展示販売を行いました。
開催日の天気予報は雨模様と心配されましたが、初日は好天に恵まれました。しかし、2日
目は夜中から雨風が続き、朝方に強風で出店3社のテントが飛ばされるアクシデントがあり
ましたが、事務局の素早い対処で無事、来場者を迎い入れる事ができました。

2日間の来場者は若者から家族連れのほか、幅広い年齢層の来場があり出店ブースでは、特
に丹波布紡ぎ会の「綿繰り機」で綿毛から綿とタネ分離する「実演」が子ども達に人気があり、
綿繰り機のハンドルをクルクル廻し、楽しそうに何回も体験をしていいました。
また、オープニングセレモニー後、齋藤知事が“ひょうごじばさん広場”に立ち寄られ、出
店者（播州織・皮革）に声掛けをしていただいた。
なお、出店者の皆様はブースに訪れた来場者に産地の特性や商品ＰＲを熱心に説明されてい
ました。

実  施 日：令和3年10月 16日 ( 土 )・17日 ( 金 )　10：00～ 16：00

開催会場：メリケンパーク （神戸市中央区波止場町２）



【ふれあいフェスティバル in 神戸　オープングセレモニー /会場風景 】

【ひょうごの魅力発信・PR コーナー / “ひょうごじばさん広場” 出展７業種】
播州織：青いとり

姫路皮革：UNITE STORE ( ユナイトストア )　

出  店 社：
　1. 播州織「青いとり」
　2. 淡路線香「兵庫県線香協同組合」
　3. そろばん「播州算盤工芸品協同組合」
　4. マッチ「( 一社 ) 日本燐寸工業会」
　5. 加古川靴下「( 株 ) ユニバル」
　6. 丹波布「丹波布紡ぎ会」
　7. 姫路皮革「UNITE STORE」
　　　計　7団体・社

　来場人数：2日間合計で約2万人（ふれあい事務局より）



播州そろばん　播州算盤工芸品協同組合

マッチ：( 一社）日本燐寸工業会　

加古川靴下：( 株 ) ユニバル

淡路線香：兵庫県線香協同組合

丹波布：丹波布紡ぎ会



３．地場産業への支援
大手流通企業と連携しビジネスマッチングを円滑に行うため、当協会が恒常的な商談の窓口にな
り、流通企業の催事企画等に合わせ、産地企業のビジネスチャンスに支援を行いました。
①イトーヨーカドー甲子園店での展示販売を実施
　・7/22( 木 ) ～ 8/15( 日 )　　お中元帰省ギフト企画 /展示販売　出店社：有馬炭酸泉煎餅
　・12/11( 土 ) ～ '21/1/1( 金 ) お歳暮帰省ギフト企画 /展示販売　出店社：有馬炭酸泉煎餅　
②イトーヨーカドー明石店タイアップ企画の実施
　・11/17( 水 ) ～ 22( 月 )　 　地域イベント催事地域特産品販売　　出店社：法楽屋　　
③イトーヨーカドー加古川店タイアップ企画の実施
　・‘22/２/16（水）～20（日）地域イベント催事地域特産品販売　　出店社：法楽屋
④地場産地企業・団体が新たに取り組む事業に対して協会がアドバイザー等の支援を行いました。
　兵庫県皮革産業協同組合連合会が実施する「ひょうごレザー」ブランドの確立と販路開拓のた
　め、ビームスジャパンと連携し、高い職人技術を誇る“ひょうごレザー”の魅力を、これまで
　日本のさまざまなモノ・コトを発信してきた「ビームス ジャパン」が、新たなコンテンツで
　ご紹介しました。
　ひょうごレザー”を使用した「BEAMS 」のオリジナルアイテム商品を12月１日 ( 水 ) ～　
　14日 ( 火 ) 東京・新宿の店舗で予約展示・販売『HYOGO is LEATHER !』ポップアップショッ
　プを実施しました。

ビームスジャパン東京 『HYOGO is LEATHER !』ポップアップショップ

<お問合わせ先>
 ( 公財 ) 神戸ファッション協会

Kobe Fashion Organization (K.F.O) 
( 担当 : 酒井 滋 )

〒650-0046 神戸市中央区港島中町 6-1 神戸商工会議所会館 6階 
TEL. 078-303-3133  FAX. 078-303-3122

URL. https://www.kfo.or.jp/
 


